
事業評価調書〔新規要求公共事業〕
令 和 6 年 11 月 26 日

部 室
3 夢や希望のあるまち、持続可能な地域を創る 班 （内線）
3 安全安心で快適な地域を創る

(3) 災害に強く、命を守る強靭な地域づくり

⑤ 防災・減災のための国土強靭化の推進

１．事業の概要 ３．令和６年度新規要求箇所
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評価対象事業名 災害関連緊急地すべり防止事業

柱

事業群
施策

　地すべり防止区域内において、地すべり等により発生し、又は拡大した地す
べり地で、次期降雨、地下水等による地すべりの拡大又は土砂・土石、流木の
流出により被害を与えるおそれがあるもの

①1級河川又は2級河川
②鉄道、高速自動車国道、一般国道、都道府県道、市町村道のうち指定市道
及び迂回路のないもの（激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関
する法律第2条第1項の規定により指定された災害に限り、迂回路のあるもの
を含む）、林道（利用区域面積500ha以上）、その他公共施設
③農地、農道（関係面積10ha以上）、ため池（貯水量3万m3以上）又は用排水
施設（関係面積100ha以上）
④人家10戸以上

事業箇所名

課（室）長名 松尾　尚洋

市町村名

地元県
＜負担区分（％）＞ ＜県費の継ぎ足し＞

＜様式１＞

事業所管
農林

森林土木
森林整備

基本戦略
5415

作成年月日

事業評価
の視点

・地域の要望が高く、災害の早期復旧が図られること。
・投資効果が見込まれること
・計画内容、施設規模が経済的な計画となっていること。
・関係機関との協議・調整が整っていること。

事業概要

　地すべり等防止法により指定された林野庁所管に係る地すべり防止区域内
において、災害により新たに発生し、又は拡大した地すべり地について、災害
発生年度に緊急に行う復旧整備に係る地すべり防止工事

長崎県総合計画上
の位置づけ

条件国
2/3 渓流

山腹



＜様式２＞ 

県債 一般財源

全体計画：アンカー工　160本、
　　　　　　　排土工　V=32,400m3、
　　　　　　　ボーリング暗渠工　L=1,310m、
　　　　　　　土留工　L=42m、法枠工　A=500m2、
　　　　　　　仮設工　1式
保全対象：市道60m

686,612 392,261 294,300 51 0

費用便益比 負担割合 国：県：地元＝2/3：1/3：0

686,612 392,261 294,300 51 0

293,732 195,821 97,900 11 0

市町村費等

0

事
業
主
体

事業
完了
予定
年度

地域の要望等

地元及び南島原市から治山事業の早
期実施が強く要望されている。

11

事業費 国費
県費

合計

大抜
おおぬけ

南島原市 R11

令和６年度新規要求箇所評価調書（災害関連緊急地すべり防止事業)

総
合
評
価

A

　当地区は、令和6年5月12日の豪雨の影響に
より、5月14日に地すべり滑動が発生した。
　今後の豪雨等により、地すべりの再滑動が
発生し、下流の人家や市道に被害を及ぼす恐
れがあるため、早急に対策を行う必要がある。

新規要望理由
（必要性、目的、効果、優先性、緊急性等）

事業概要

(上段：全体、下段：R6）

事業費（単位：千円）
（上段：全体、下段：R6）

97,900

（ふりがな）
事業箇所名

市町村名

R6計画　：　排土工　V=21,700m3、
　　　　　　　 ボーリング暗渠工　L=1,100m
　　　　　　　 土留工　L=42m、仮設工　1式

195,821

県

293,732


